
水閘門操作員の安全確保を優先に！

～ 津波 の恐れのある時などの操作方法を説明会にて周知～

水防法の一部改正により

　平成２４年５月１４日（月）、武雄市・北方支所にて開催されました、武雄市主催の水閘門等操作委託説明会において、操作員
（代理人含む）約６０名出席のもと、市担当者から操作委託契約の内容について説明が行われ、引き続いて、当事務所からの伝
達事項として、「津波」の恐れがある時などの操作について説明を行い、内容の周知を図りました。

　主な内容としては、「水防計画における水防活動従事者の安全配慮」を受け、「操作員の安全確保」のため、津波の恐れがあ
る時の操作対応は、「現場での機側操作は行わない」、現場で作業を行っている場合は「閉鎖後、直ちに待避」、津波到達まで
に余裕がある場合は、河川管理者の判断により「操作方法の特例」にて「全閉操作」、そして「操作員の自己判断により待避」を
行うなどの内容となっています。また、質疑応答では、市・操作員間の連絡体制の充実を求める声など、操作員からは色んな意
見が出されました。

　また、今回 の水防法の一部改正は、平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」による大規模な津波被害を受けたこと
により、同年１２月２７日に施行されたもので、津波による操作を含めた操作規則の改訂については、当面の措置として現行の
操作規則を運用していくことになっています。

　なお、この操作説明は、今後も武雄市を皮切りに順次、５市３町の操作員に対し、内容の周知を図っていく予定です。

　津波警報が出たら現場での
機側操作は行わないで下さい！
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